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子
育
て
の
わ
（
輪
・
和
・
話
）

を
ひ
ろ
げ
よ
う
！
初
め
て
の
人
、

里
帰
り
の
人
、
上
の
子
を
連
れ
た

人
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
大
歓
迎
で
す
。 

第
１
回
特
別
合
同
学
級

日
７
月
９
日
㈯　

 

午
前
10
時
～
11
時
（
受
付
：
午

前
９
時
30
分
～
） 

内
た
の
し
い
夏
ま
つ
り 

会
市
民
会
館 

ホ
ワ
イ
エ 

対
０
～
４
歳
の
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者
な
ど 

費
１
人
10
円
（
保
険
料
） 

持
水
分
補
給
の
た
め
、
飲
み
物
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

定
15
組
（
先
着
順
。
１
組
３
人
ま

で
申
し
込
み
可
） 

申
事
前
申
し
込
み
が
必
要
。
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
専
用

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

〆
６
月
30
日
㈭　

午
後
４
時

児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
指
定

の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
ご
確

認
く
だ
さ
い
。 

振
込
日　
６
月
10
日
㈮ 

対
象
月　
２
月
～
５
月
分 

手
当
の
支
給
月
額
（
児
童
１
人
当

た
り
） 

３
歳
未
満
の
児
童　

 

一
律 
１
５
，０
０
０
円 

３
歳
〜
小
学
６
年
生
の
児
童 

第
１
・
２
子 

１
０
，０
０
０
円 

第
３
子
以
降 

１
５
，０
０
０
円 

中
学
生　

 

一
律 

１
０
，０
０
０
円 

特
例
給
付 

一
律 

５
，０
０
０
円 

（
所
得
制
限
限
度
額
を
超
過
し

た
受
給
者
） 

６
月
１
日
か
ら
制
度
の
一
部
が
変

わ
り
ま
す 

①
毎
年
６
月
に
提
出
し
て
い
た
だ

い
て
い
た
現
況
届
は
、
原
則
不

要
に
な
り
ま
す
。
提
出
が
必
要

な
人
に
は
、
６
月
上
旬
に
現
況

届
を
送
付
し
ま
す
。
期
限
内
に

内
双
子
の
子
ど
も
を
育
て
て
い
る

保
護
者
の
情
報
交
換
や
仲
間
づ

く
り
の
場
で
す
。
体
験
談
な
ど

を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。（
子

ど
も
も
参
加
で
き
ま
す
） 

日
６
月
18
日
㈯ 

　

午
前
10
時
～
11
時 

会
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 
子
育

て
の
駅
「
ほ
の
ぼ
の
」 

対
就
学
前
の
双
子
の
子
ど
も
が
い

る
保
護
者 

〆
６
月
17
日
㈮

問
社
会
教
育
課 

生
涯
学
習
班

☎
７
７
３・６
６
１
０

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

問
子
育
て
支
援
課 

子
育
て

応
援
係 ☎

７
７
３・６
８
２
２

６
月
は
児
童
手
当
・
特
例

給
付
の
支
給
月
で
す

問
・
申
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

☎
７
７
２・７
７
５
４

ふ
た
ご
を
育
て
る
親
の
会 

「
ツ
イ
ン
ズ
く
ら
ぶ
」

ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

〆
６
月
30
日
㈭ 

②
特
例
給
付
と
な
る
人
の
う
ち
、

特
に
所
得
が
高
い
人
（
所
得
上

限
限
度
額
を
超
過
す
る
人
）
へ

の
支
給
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。 

他
所
得
制
限
限
度
額
と
所
得
上
限

限
度
額
は
所
得
税
法
上
の
扶
養

人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。 

※
詳
し
く
は
、
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（「
児
童
手
当
」
で
検
索
）

で
確
認
す
る
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

新潟県では、学校・家庭・地域が連携して児童、生徒を見守るとともに、社会性を育成し、いじ
めをはじめとする諸問題の未然防止に取り組む「いじめ見逃しゼロ県民運動」を実施しています。

この県民運動の趣旨を踏まえ、市内の学校では「いじめ見逃しゼロスクール集会」を開催すると
ともに、６月と10月を「いじめ見逃しゼロ強調月間」として取り組みの充実を図るなど、いじめ見
逃しゼロスクールを推進しています。
「いじめをしない。見逃さない。許さない。」を合言葉に、子どもたちを見守り、いじめを見逃さ

ないようにしましょう。

 問学校教育課　☎773・6700
「いじめ見逃しゼロ県民運動」を推進しています


